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１． 活動報告（ 事務局 記） 

―２月３日（日）① エコアップ 湿地帯のスゲ草の間引きしました 

② シイタケホダ木の組替整列しました 

③ 田んぼの厩肥の散布と吉冨会員によるトラクターでの荒起し済 

④ ハス田の厩肥散布と整地及び注水を開始しました。 

 環境政策課の山本さんと大久保さんが応援参加を戴き、合計１６名でした。 

お陰で大きな活動が出来ました。 

 

―２月１６日（土）① エコアップ 溜池のイグサ間引き・草原横の須賀河内川竹の切取りをしました。 

② 維持管理 水路の U字溝設置 ２１個１３ｍ済一応全水路のＵ字溝の設置は完了しました。 

 １４人の参加でした。 

 

 

２．今後の予定（ 事務局 記） 

◎見学者  ― 現在のところ計画は有りません 

◎行 事 

―３月３日（日） 維持活動湿地帯の散策橋修復作業。エコアップは溜池・止水池の繁茂種間引き 

―３月１６日（土）エコアップ湿地帯のスゲ間引き・外来種除去及び駐車場の草刈 

 

３．来訪者の声 

  今月は有りません 

 

４．会員の声【 有名な里山ビオトープ二俣瀬 】 （ 原田事務局長 記 ） 

先に二俣瀬校区人権教育推進大会での講師の方の発言。二俣瀬が初入来のためインターネットで調べ

たら「里山ビオトープ二俣瀬」が一番に有ったと云われた。ほか宇部市で惟一つの造り酒屋「永山酒造」。

厚東川ダム・丸山ダムの名も有ったが、ビオトープの名が一番に心に響いたとの事。我々「つくる会」

のメンバ―にしてみれば非常に光栄である。しかし本当に他人から褒められるほど自信を持って自慢で

きる活動をしているのだろうか？創設以来１２年、水創生事業のシンボルの水車は崩壊寸前・ため池や

湿地各ゾーンも外来種の水草が茂り、在来種の草花も繁茂が維持活動を阻害して活動に余裕が全くなく、

会員同士の親睦も楽しみも、図られていない状況にある。 

 昨年度ビオトープのフイールドが個人借用地から宇部市の所有地となったが、いまだ行政の大きな力

を借らず頑張っている。ところが対外的宣伝項目はビオトープが独り歩きし、宣伝文句に宇部市他では

使われているのではないか？もう少し我々の維持管理苦労を知った上で、利用してほしいと思う。 

 維持活動だけでなく環境教育の場としての「親子自然観察隊」の活動も年間３分の 1 の時間を費やし

ている。ほか併設して管理している「昭和山遊ロード二俣瀬」の散策道の維持管理が幾らもできていな

い。あまりにも会員数（本当に活動している会員数）の割に活動項目が多すぎるのではないだろうかと

最近つくづく悩んでいる。 

 何の事は無い！本当に活動できる（動いてくれる）会員を集めれば良いのである。悩むことはない非

常に簡単であった。 
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５．ビオトープ関連：「山口県のトンボたち」  （ 管 哲郎 記） 

（２）ダビドサナエ（Davidius nanus ）サナエトンボ科ダビドサナエ属 

 耳慣れない名前のトンボが出てきました、春、４月上旬～６月下旬に見られる渓流性のトンボで、ムカ

シトンボより一回り小さく細いトンボです。体長４センチ程で、渓流に突き出た岩や石の上、流れ近くの

葉の上などに止まっています。渓流でも上流部からやや緩やかな流れの渓流部にも見られます。そっくり

さんのクロサナエやヒメクロサナエがいますが、渓流の石の上にはめったに見られませんので、見かけた

ら本種だと思われます。 

 日本特産種で、本州、四国、九州に分布し、渓流には普通にいますが、年々数が少なくなっているよう

に感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ダビドサナエ♂の倒立           ダビドサナエ♀の休止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

    渓流の岩の上で縄張り休止し、メスを待つダビドサナエのオス 

 

 



６．会よりの連絡事項 （ 事務局より ） 

（１）平成２５年度「親子自然観察隊」隊員を募集しています。応募要領は以下のとおりです。 

 ①期日 平成 25年 4月から 12月 

4/20(土)、5/18(土)、6/15(土)、8/3(土)、9/21(土)、10/19(土)、11/24(日)、12/14(土) 

   ②時間 ＡＭ9：00～12：00 

   ③場所 里山ビオトープ二俣瀬のビオトープと二俣瀬周辺 

   ④内容 食べられる野草、野鳥観察、田植え体験、ビオトープの生き物、秋の虫、稲刈り体験、 

       里山のくらし、収穫祭（餅つき） 

   ⑤対象者 親子で観察会に参加できる方、お子さんが小学校３年生以上を対象。ただし、それ以下の弟

妹の同行は可能です。 

   ⑥定員 20家族 

   ⑦会費 年間を通じ、1家族 1500円 

   ⑧応募締め切り 3月 20日 

   ⑨申し込み方法 名前(親子)、住所、学校名、学年、℡、Ｅメールアドレスを下記にお知らせください。 

   ⑩申し込み先  事務局 原田満州夫 電話（0836）62-1270 

 Ｅメールhrd-mso@circus.ocn.ne.jp 

 

（２）４月の総会は、第一土曜日の６日に行われます。 

同総会時、天気が良ければ午後エコアップを行いたくご協力をお願いすることになりました。 

   参加可能な方はお弁当を持参下さい 

  

(３)一般活動日に参加出来ない会員の方も、必ず総会に出席願います。また会費１０００円をご持参下

さい。 

 

  

７．編集後記 

 最近、月日の経つのが早いなっと思います、仕事に追われ、なかなかビオトープ活動に参加出来ません 

今年は何とか多くの活動に参加したいです。（毎年、思ってますが…） 

 今年になって暇が出来れば、ときわ公園を走ってます、体を動かすって良いですね、 

毎日仕事で動いていますが、やはり運動とは違うようです。 

 そして、先日も親類の小学生達と、江汐公園で思いっきり「鬼ごっこ」で走りました。 

遊ぶって良いですね、やはり子供と遊ぶと元気をもらいます、観察隊もがんばろっと！（毎年、思ってま

すが…）  

                      （ 若林 正治 記 ）  
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